
浄
土
真宗
に
お
け
る
聖
典
の
歴
史
と
意
義

佐
々
木
　
隆
　
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
「
聖
典
し
が
身
近
な
存
在
と
し
て
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
溢
れ
て
い
る
状
況
は
、

　
　
　
　
　　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　各
宗
派
の
本
山
や
多
く
の
仏
教
関
係
学
校
が
集
ま
る
京
都
で
は
ご
く
当
た
り
前

　
　
　

教団
に
と
っ
て
「
聖
典
」
と
は
、
そ
の
宗
派
の
基
本
的
な
教
理
教
条
を
記
す
　
　
　
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
　
一
歩
京
都
を
離
れ
る
と
、
隣
県
で
あ
る
大
阪
で

　
　
書
物
と
し
て
最
も
尊
重
さ
れ
、
あ
る
種
の
権
威
付
け
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
　
　
　
あ
っ
て
も
「
聖
典
」
に
対
す
る
温
度
差
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
身
近
な
も

　
　

教団
の
軸
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
性
格
を
有
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
は
と
て
も
言
え
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
聖
典
」
に
対
す
る
接

　
　
　
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
聖
典
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
具
体
的
に
は
、
釈
尊
　
　
　
し
方
の
温
度
差
は
、
伝
道
教
化
の
現
場
で
あ
る
全
国
各
地
の
寺
院
に
と
っ
て
、

　
　

の

教
説を
記
す
経
典
と
、
経
典
の
真
意
を
明
ら
か
に
し
た
高
僧
の
著
述
を
指
　
　
　
切
実
な
問
題
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
す
。
数
あ
る
経
典
の
う
ち
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
『
仏
説
　
　
　
　
今
回
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
近
代
化
」
に
つ
い
て
、
近
代
、
す
な

　
　
阿
弥
陀
経
』
の
浄
土
三
部
経
を
所
依
の
経
典
と
し
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
　
　
　
わ
ち
明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
結
ま
で
の
時
期
の
、
浄
土
真
宗
や
本
願

　
　

三国
に
わ
た
る
七
人
の
高
僧
の
撰
述
を
経
典
と
同
様
に
重
視
す
る
。
以
上
を
　
　
　
寺
の
歴
史
と
し
て
の
近
代
史
を
考
え
る
と
、
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
か
ら
近
代

　
　

「聖典
」
あ
る
い
は
「
聖
教
」
と
し
て
、
自
己
の
知
識
・
見
識
で
知
る
こ
と
が
　
　
　
化
す
る
、
封
建
制
度
を
抜
け
出
し
新
し
い
形
態
を
作
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、

　
　

でき
な
い
事
柄
を
知
ら
し
め
、
自
身
を
真
実
へ
導
く
基
準
と
す
る
な
ど
、
宗
教
　
　
　
教
団
史
と
い
う
名
目
で
整
理
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
行
政
的
な
改
革
、
政
治
的

　
　
的
生
活
の
根
拠
と
位
置
づ
け
る
の
は
、
宗
祖
親
驚
聖
人
の
指
南
に
よ
る
も
の
で
　
　
　
な
動
向
が
非
常
に
大
き
く
、
世
俗
的
な
面
を
扱
う
印
象
が
強
い
と
い
え
る
。

　
　
あ
り
、
以
降
の
教
団
と
し
て
の
浄
土
真
宗
で
は
、
先
の
浄
土
三
部
経
と
七
高
僧
　
　
　
　
西
本
願
寺
は
、
東
西
分
立
以
前
の
石
山
合
戦
か
ら
す
で
に
毛
利
氏
と
の
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ト

　
　

の

論
釈に
、
親
鶯
聖
入
の
撰
述
を
含
め
て
正
依
の
聖
教
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
が
り
が
深
く
、
そ
の
後
の
京
都
移
転
と
東
西
分
立
に
お
い
て
も
徳
川
氏
の
反
対

　
　
　
宗
派
に
お
け
る
「
聖
典
」
は
、
本
山
で
あ
る
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
　
　
勢
力
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
明
治
維
新
の
際
、
新
政
府
内
に
重
き
を
な
し
た

　
　

本
願寺
、
西
本
願
寺
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
本
願
寺
周
辺
の
仏
教
書
店
や
　
　
　
長
州
藩
と
の
親
密
な
関
係
は
、
西
本
願
寺
の
近
代
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

田　
　
仏
具
店
で
は
、
常
B
頃
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
と
な
っ
た
。
当
時
、
西
本
願
寺
の
行
政
改
革
を
主
導
し
た
の
は
、
大
洲
鉄
然
、



鯉　
　
赤
松
連
城
、
島
地
黙
雷
な
ど
周
防
住
職
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
西
本
願
寺
の
近

　
　代
化蔑
功
を
お
さ
め
た
と
い
え
る
と
三
が
あ
る
・
袈
よ
り
先
ん
じ
て
議
　
　
二
、
聖
典
の
歴
史
と
親
鷲
婁
の
撰
述
．
書
写

　
　
会制
度
を
取
り
入
れ
、
門
主
権
な
ど
を
法
制
化
し
、
西
本
願
寺
の
体
制
を
新
し
　
　
　
　
浄
土
真
宗
に
お
け
る
聖
典
の
意
義
を
考
え
る
と
き
、
宗
祖
親
鴛
聖
人
以
来
の

　
　
いも
の
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
、
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
聖
典
に
か
か
わ
る
歴
史
の
積
み
重
ね
と
、
現
在
も
聖
典
に
関
す
る
作
業
が
進
行

　
　
　
こ
れ
ら
の
経
緯
を
概
観
す
る
と
き
、
俗
世
聞
を
超
え
る
価
値
を
有
し
て
出
世
　
　
　
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
二
点
に
注
図
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
教
団
の
軸

　
　
間
の
真
実
を
扱
う
「
聖
典
」
に
つ
い
て
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
、
俗
世
間
の
事
　
　
　
と
な
る
も
の
が
聖
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
常
に
活
動
の
中
心
に
据
え
よ
う

　
　
柄
の
み
に
お
い
て
も
の
ご
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
言
い
得
て
し
ま
う
面
　
　
　
と
す
る
思
い
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
があ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
西
本
願
寺
で
は
最
新
の
聖
典
と
し
て
、
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
近
代
化
」
を
少
し
広
め
に
解
釈
し
、
古
い
形
態
に
お
　
　
　
六
巻
を
編
集
中
で
あ
る
。
本
山
本
願
寺
が
聖
典
を
刊
行
す
る
こ
と
に
は
大
き
な

　
　

い

て閉
鎖
的
な
面
が
あ
っ
た
因
習
や
様
式
を
、
新
し
い
形
態
に
お
い
て
い
か
に
　
　
　
意
味
が
あ
る
。

　
　
民衆
へ
広
め
開
放
し
て
い
く
か
と
い
う
、
そ
の
よ
う
な
変
化
と
し
て
の
「
近
代
　
　
　
　
こ
の
前
段
階
に
西
本
願
寺
が
刊
行
し
た
聖
典
で
あ
る
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ヨ

　
　
化
」
に
お
い
て
、
「
聖
典
」
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
人
々
に
受
け
入
れ
ら
　
　
　
釈
版
）
』
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
だ
け
で
は
な
く
、
門
信
徒
や
他
宗

　
　
れ
て

い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
「
聖
典
」
が
権
威
的
で
人
　
　
　
派
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
、
広
く
普
及
し
た
。
現
在
ま
で
累
計
十
三
万
部
超

　
　
に

重
圧を
課
す
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
聖
典
」
の
本
　
　
　
を
発
行
し
て
お
り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
が
お
よ
そ
一
万
箇
寺
、
僧
侶

　
　
来
の

役割
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
本
山
周
辺
や
京
都
な
　
　
　
が
お
よ
そ
三
万
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
普
及
の
様
子
を
知
る
こ

　
　ど
の
一
部
の
場
所
・
人
々
に
お
い
て
の
み
扱
わ
れ
、
他
の
場
所
・
人
々
に
は
振
　
　
　
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
部
の
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人

　
　り
返
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
「
聖
典
」
で
あ
る
よ
う
で
は
真
価
を
　
　
　
も
聖
典
を
所
持
す
る
機
会
が
広
が
っ
た
。

　
　
発
揮し
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
。
そ
も
そ
も
「
聖
典
」
は
人
々
に
受
け
入
れ
ら
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
西
本
願
寺
で
は
、
親
驚
聖
人
の
遠
忌
法
要
に
あ
た
り
、
記
念
事
業

　
　
れ
、
人
々
の
生
き
る
指
針
と
し
て
存
在
し
て
こ
そ
、
私
た
ち
を
真
実
へ
と
導
く
　
　
　
の
一
つ
と
し
て
諸
堂
の
再
建
・
修
復
と
と
も
に
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
教
義
の

　
　価
値
を
発
揮
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
「
浄
土
真
宗
に
お
　
　
　
領
解
や
伝
道
に
資
す
る
た
め
の
聖
典
、
ま
た
は
聖
教
の
語
句
に
関
す
る
辞
書
な

　
　
け
る
聖
典
の
歴
史
と
意
義
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
書
籍
を
刊
行
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
の
親
驚
聖
人
五
〇
〇
回
大
遠
忌
に
は
、
親
驚
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
人
か
ら
蓮
如
上
人
ま
で
の
和
語
の
聖
教
を
集
め
た
『
真
宗
法
要
』
六
秩
三
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帖
を
編
纂
し
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
の
六
〇
〇
回
大
遠
忌
に
は
、
『
真
宗



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
う

　
　法
要
』
の
字
句
や
引
文
、
故
事
を
註
釈
し
た
『
校
補
真
宗
法
要
典
拠
』
三
十
一
　
　
　
成
立
の
年
と
し
て
、
一
旦
の
区
切
り
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
年
期
が
こ
の
年
で

　
　巻
を
刊
行
、
明
治
四
十
四
く
一
九
一
一
）
年
の
六
五
〇
回
大
遠
忌
に
は
、
仏
教
　
　
　
あ
る
。
『
教
行
信
証
』
に
関
す
る
聖
典
、
聖
教
と
し
て
の
意
義
に
つ
い
て
は
後

　
　
や真
宗
の
語
彙
全
般
に
わ
た
っ
て
解
説
を
施
し
た
『
仏
教
大
辞
彙
』
七
巻
を
刊
　
　
　
に
項
目
を
立
て
て
述
べ
た
い
。

　
　行
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
の
七
〇
〇
回
大
遠
忌
に
は
、
「
聖
典
意
訳
」
　
　
　
『
教
行
信
証
』
の
よ
う
な
漢
語
に
よ
る
撰
述
の
他
に
、
多
く
の
和
語
聖
教
が

　
　

（浄
土
三部
経
・
七
祖
聖
教
上
中
下
・
教
行
信
証
）
五
巻
を
編
纂
し
た
。
現
在
　
　
　
あ
り
、
七
十
歳
代
以
降
に
行
わ
れ
て
い
る
撰
述
、
書
写
は
こ
ち
ら
に
力
点
が
置

　
　
編集
中
の
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
全
六
巻
は
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
　
　
か
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
と
こ
ろ
を
現
存
す
る
撰
述
、
書
写
の
奥
書
に
よ
っ
て

　
　年
の
親
鶯
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
に
あ
た
っ
て
の
記
念
事
業
と
し
て
の
編
纂
刊
　
　
　
見
て
み
る
と
、
宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
、
七
十
六
歳
に
『
浄
土
和
讃
』
『
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ア

　
　
行
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
和
讃
』
が
著
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
も
の
の
奥
書
に
よ
る
確
認
で
あ
る
か

　
　
　
こ
の
よ
う
な
聖
典
の
歴
史
は
、
親
驚
聖
人
の
聖
典
、
聖
教
へ
の
か
か
わ
り
方
　
　
　
ら
、
そ
れ
以
外
に
も
撰
述
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
今
の
と
こ

　
　
に
遡
る
こ
と
で
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
ろ
こ
の
年
期
以
前
の
撰
述
は
、
主
著
『
教
行
信
証
』
以
外
に
は
見
ら
れ
ず
、
後

　
　

親鷺
聖
人
に
お
け
る
聖
典
、
聖
教
へ
の
か
か
わ
り
は
、
撰
述
と
書
写
と
い
う
二
　
　
　
に
述
べ
る
他
師
の
書
物
の
書
写
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
は
『
教
行
信
証
』

　
　

つ
の特
徴
が
あ
る
。
親
鷺
聖
人
自
身
の
制
作
と
し
て
の
撰
述
と
は
別
に
、
他
師
　
　
　
の
撰
述
に
集
中
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
　

の
書
物を
書
写
し
授
与
す
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
七
十
入
歳
『
唯
信
鋤
文
意
』
、
入
十
歳
『
浄
土
文
類
聚
紗
』
『
入

　
　
　
そ
こ
で
、
親
鶯
聖
人
が
撰
述
し
、
書
写
し
た
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
　
　
　
出
二
門
掲
頒
』
（
こ
の
二
つ
は
と
も
に
漢
語
）
、
八
十
三
歳
『
尊
号
真
像
銘
文
』

　
　
る
の
か
、
そ
の
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
を
、
親
鶯
聖
入
の
著
述
活
動
に
　
　
　
（
略
本
）
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
（
略
本
）
『
愚
禿
紗
』
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
、

　
　

つ
い
て年
代
を
追
っ
て
確
認
し
、
整
理
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
四
歳
『
如
来
二
種
回
向
文
』
、
八
十
五
歳
三
念
多
念
文
意
』
、
入
十
六
歳

　
　
　
ま
ず
、
元
仁
元
（
一
二
二
四
）
年
、
親
鶯
聖
人
五
十
二
歳
の
年
期
が
、
『
顕
　
　
　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
本
）
『
正
像
末
和
讃
』
な
ど
、
主
に
和
語
聖
教
の
撰
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
さ

　
　

浄
土
真実
教
行
証
文
類
』
（
『
教
行
信
証
』
）
に
仏
滅
年
代
算
定
基
準
と
し
て
挙
　
　
　
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
八
十
八
歳
の
と
き
『
正
像
末
秘
讃
』
の
補
訂
が
行

　
　
　
　
　
　
　
ホ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　

げら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
『
教
行
信
証
』
草
稿
本
成
立
の
年
と
す
る
　
　
　
わ
れ
、
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
十
一
月
二
十
八
日
に
丸
十
歳
で
示
寂
を
迎
え

　
　

説
があ
る
。
親
鷲
聖
人
の
著
述
活
動
が
活
発
に
な
る
の
は
九
十
年
の
生
涯
の
う
　
　
　
る
。
以
上
の
よ
う
な
撰
述
の
流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
ち
、
晩
年
の
十
数
年
、
特
に
八
十
四
歳
前
後
で
あ
る
。
前
半
生
に
は
ほ
と
ん
　
　
　
　
次
に
聖
教
書
写
に
つ
い
て
確
認
す
る
が
、
こ
れ
は
自
身
の
制
作
で
あ
る
撰
述

　
　
ど
著
述
と
い
う
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
五
十
二
歳
が
最
初
と
言
え
る
項
目
と
　
　
　
と
は
別
に
、
親
鶯
聖
人
の
聖
教
に
対
す
る
見
方
の
大
き
な
特
徴
を
窺
え
る
も
の

　
　
な
っ
て
い
る
。
『
教
行
信
証
』
は
親
鶯
聖
人
の
主
著
で
あ
り
、
晩
年
ま
で
加
筆
　
　
　
で
あ
る
。
寛
喜
二
（
一
二
三
〇
）
年
、
五
十
八
歳
の
と
き
、
聖
覚
法
印
の
『
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

田

　　
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
、
い
わ
ば
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
た
る
書
で
あ
る
。
そ
の
草
稿
本
　
　
　
信
⑨
』
を
書
写
し
て
い
る
。
『
唯
信
紗
』
の
書
写
は
他
に
六
十
三
歳
、
六
十
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ほ

鬼　
　
歳
、
七
十
四
歳
、
入
十
二
歳
の
と
き
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
七
十
四
歳
『
自
　
　
　
　
元
仁
元
（
＝
三
四
）
年
、
親
驚
聖
人
五
十
二
歳
の
年
期
に
つ
い
て
は
先
に

　
　
力
他
力
事
』
、
八
十
二
歳
『
後
世
物
語
聞
書
』
、
八
十
三
歳
『
一
念
多
念
分
別
　
　
　
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ロ

　
　
事
』
と
、
い
ず
れ
も
隆
寛
律
師
の
制
作
と
さ
れ
る
も
の
を
書
写
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
宝
治
元
（
一
二
四
七
）
年
、
親
驚
聖
人
七
十
五
歳
の
二
月
五
日
、
尊
蓮
が

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
多
数
の
書
写
が
確
認
で
き
る
『
唯
信
鉾
』
に
は
、
和
語
聖
教
で
　
　
　
『
教
行
信
証
』
を
書
写
し
た
と
す
る
奥
書
が
残
っ
て
い
る
。
書
写
を
許
す
と
い

　
　
多
く
見
ら
れ
る
片
仮
名
で
の
書
写
以
外
に
、
平
仮
名
で
書
か
れ
た
も
の
が
一
本
　
　
　
う
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

　
　
あ
る
。
正
式
な
書
物
は
漢
文
、
広
く
民
衆
に
向
け
て
書
か
れ
る
も
の
は
仮
名
で
　
　
　
ら
、
こ
の
年
期
を
『
教
行
信
証
』
の
何
ら
か
の
完
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ

　
　

記
述さ
れ
る
と
区
分
す
る
場
合
、
仮
名
は
片
仮
名
で
あ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
　
　
　
け
で
あ
る
。

　
　
た
と
こ
ろ
、
平
仮
名
の
一
本
が
存
在
し
て
い
る
の
は
、
書
写
し
た
聖
教
を
誰
に
　
　
　
　
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
、
八
十
三
歳
の
六
月
二
十
二
日
、
専
信
が
『
教
行

　
　
授
与
す
る
か
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
信
証
』
を
書
写
し
て
い
る
。

　
　

平
仮名
の
使
用
が
女
性
に
多
い
と
想
定
し
た
と
き
、
念
仏
者
の
な
か
の
女
性
、
　
　
　
　
先
述
の
尊
蓮
は
京
都
の
門
弟
で
、
親
鶯
聖
人
の
従
弟
、
日
野
信
綱
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ロ

　
　

尼僧
が
聖
教
授
与
者
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
の
専
信
は
、
下
野
国
高
田
を
中
心
と
す
る
高
田
門
徒
の
系
統
で
あ
る
。
こ

　
　
　
と
も
か
く
、
専
修
念
仏
教
団
の
先
輩
で
あ
る
聖
覚
法
印
、
隆
寛
律
師
の
書
を
　
　
　
の
専
信
が
書
写
し
た
『
教
行
信
証
』
は
現
存
し
な
い
が
、
建
長
七
年
の
冬
に
、

　
　
多
く
書
写
し
、
関
東
の
門
弟
に
送
っ
て
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
真
仏
・
顕
智
が
『
教
行
信
証
』
を
相
伝
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
高
田

　
　
門
弟
に
熟
読
す
る
こ
と
を
勧
め
る
目
的
で
、
多
く
の
聖
教
を
書
写
す
る
こ
と
　
　
　
門
徒
が
伝
承
し
、
専
修
寺
が
蔵
す
る
『
教
行
信
証
』
は
、
以
前
は
親
鷲
聖
人
の

　
　
が
、
親
鷺
聖
人
の
著
述
活
動
の
な
か
の
聖
教
書
写
の
特
徴
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
真
筆
と
言
わ
れ
、
鎌
倉
期
以
来
の
由
来
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
真
仏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
写
に
よ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
の
『
教
行
信
証
』
は
、
親
鶯
聖
人
か
ら
専

　
　
　
　
　
　
三
霧
行
信
証
』
の
授
与
に
つ
い
て
　
　
　
　
信
へ
書
写
を
許
さ
れ
た
『
教
行
信
証
』
脅
真
仏
．
顕
智
が
書
写
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
『
教
行
信
証
』
を
相
伝
し
た
と
伝
え
て
い
る

　
　
　

和
語
聖

教
の
撰
述と
聖
教
書
写
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
『
教
行
信
証
』
に
関
　
　
　
よ
う
で
あ
る
。

　
　
す
る
問
題
と
は
、
撰
述
の
目
的
に
お
い
て
異
な
る
意
識
が
親
鷺
聖
人
に
は
あ
っ
　
　
　
　
こ
こ
で
、
『
教
行
信
証
』
を
書
写
し
た
者
を
整
理
す
る
と
、
尊
蓮
、
専
信
、

　
　
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
親
驚
聖
人
に
お
い
て
こ
の
二
者
に
は
、
聖
教
の
　
　
　
真
仏
、
顕
智
と
い
う
限
ら
れ
た
門
弟
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
教
行
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ロ

　
　
意
義
と
し
て
別
の
意
味
合
い
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
』
の
書
写
は
、
親
驚
聖
人
が
書
写
を
許
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
で

　
　
　
そ
こ
で
、
『
教
行
信
証
』
に
関
す
る
書
誌
的
な
状
況
を
、
年
代
を
追
っ
て
確
　
　
　
あ
る
か
ら
、
『
教
行
信
証
』
に
は
他
の
和
語
聖
教
と
異
な
り
、
こ
れ
を
授
与
す

　
　
認し
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
、
授
け
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
、
親
鶯
聖
人
の
著
述
の



　
　
な
か
に
お
け
る
和
語
聖
教
・
書
写
聖
教
と
『
教
行
信
証
』
と
の
違
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
陸
　
月
輪
殿
兼
実
、
法
名
円
照
　
の
教
命
に
よ
り
て
撰
集
せ
し
む
る
と

　
　
　親
鷺
聖
人
の
聖
教
に
お
い
て
、
撰
述
の
目
的
を
二
つ
に
分
け
る
な
ら
、
一
つ
　
　
　
　
　
こ
ろ
な
り
。
真
宗
の
簡
要
、
念
仏
の
奥
義
、
こ
れ
に
摂
在
せ
り
。
見
る
も

　
　
は
、
書
写
し
た
も
の
を
含
む
和
語
聖
教
撰
述
は
、
門
弟
に
読
ま
せ
、
教
義
を
理
　
　
　
　
　
の
諭
り
易
し
。
ま
こ
と
に
こ
れ
希
有
最
勝
の
華
文
、
無
上
甚
深
の
宝
典
な

　
　
解
さ
せ
る
も
の
、
教
義
を
理
解
し
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
教
義
理
解
に
資
す
る
　
　
　
　
　
り
。
年
を
渉
り
日
を
渉
り
て
、
そ
の
教
講
を
蒙
る
の
人
、
千
万
な
り
と
い

　
　
も
の
、
教
義
的
に
言
え
ば
、
信
心
獲
得
し
、
浄
土
往
生
を
定
め
る
た
め
の
も
　
　
　
　
　
へ
ど
も
、
親
と
い
ひ
疎
と
い
ひ
、
こ
の
見
写
を
獲
る
の
徒
、
は
な
は
だ
も

　
　
の
、
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
難
し
。
し
か
る
に
す
で
に
製
作
を
書
写
し
、
真
影
を
図
画
せ
り
。
こ

　
　
　
そ
れ
に
対
し
て
、
限
ら
れ
た
門
弟
の
み
に
書
写
が
許
さ
れ
る
『
教
行
信
証
』
　
　
　
　
れ
専
念
正
業
の
徳
な
り
、
こ
れ
決
定
往
生
の
徴
な
り
。
よ
り
て
悲
喜
の
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ほ

　
　
は
、
信
心
獲
得
し
、
浄
土
往
生
を
定
め
る
た
め
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
信
心
　
　
　
　
　
を
抑
へ
て
由
来
の
縁
を
註
す
。

　
　獲
得
し
て
浄
土
往
生
が
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
与
え
ら
れ
た
と
位
　
　
　
　
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
、
親
鶯
聖
人
は
三
十
三
歳
の
四
月
十
四
日
、
『
選

　
　
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
師
弟
関
係
の
証
し
と
し
て
の
『
教
行
信
　
　
　
択
集
』
を
付
属
さ
れ
、
書
写
を
許
さ
れ
た
。
同
時
に
法
然
聖
人
の
影
像
を
図

　
　
証
㎞
授
与
と
い
う
、
あ
る
種
の
儀
礼
的
な
意
味
合
い
を
そ
こ
に
考
え
る
こ
と
が
　
　
　
画
、
溺
年
閏
七
月
、
そ
の
影
像
に
法
然
聖
入
が
讃
銘
を
書
い
て
い
る
。
自
身
の

　
　

でき
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
少
な
い
と
言
わ
れ
る
親
驚
聖
人
が
、
主
著
の
な
か

　
　
　
思
い

起
こ
さ
れ
る
の
は
、
親
驚
聖
人
が
師
法
然
聖
人
か
ら
『
選
択
本
願
念
仏
　
　
　
に
感
情
を
露
わ
に
『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
喜
び
を
述
べ
て
い
る
の
で

　
　
集
』
（
『
選
択
集
』
）
の
書
写
を
許
さ
れ
た
出
来
事
で
あ
る
。
『
教
行
信
証
』
に
は
　
　
　
あ
る
。

　
　

次
のよ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
選
択
集
』
の
書
写
は
誰
に
で
も
許
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
親
驚
聖
入
が

　
　
　
　
　
元
久
乙

丑
の歳
、
恩
恕
を
蒙
り
て
『
選
択
』
を
書
し
き
。
同
じ
き
年
の
　
　
　
書
写
し
た
『
選
択
集
』
は
伝
来
し
て
い
な
い
が
、
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
九

　
　
　
　
初
夏
中
旬
第
四
日
に
、
「
選
択
本
願
念
仏
集
」
の
内
題
の
字
、
な
ら
び
に
　
　
　
月
一
日
か
ら
十
日
に
、
八
十
七
歳
の
親
轡
…
聖
入
が
『
選
択
集
』
延
書
を
書
写
し

　
　
　
　

「南
無
阿
弥
陀
仏
　
往
生
之
業
　
念
仏
為
本
」
と
「
釈
緯
空
」
の
字
と
、
　
　
　
て
い
る
の
で
、
あ
る
時
点
ま
で
は
親
鷲
聖
人
の
手
元
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は

　
　
　
　

空
の真
筆
を
も
つ
て
、
こ
れ
を
書
か
し
め
た
ま
ひ
き
。
同
じ
き
日
、
空
の
　
　
　
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
愛
知
県
岡
崎
布
の
妙
源
寺
所
蔵
の
御
影
は
「
選
択

　
　
　
　
真
影
申
し
預
か
り
て
、
図
画
し
た
て
ま
つ
る
。
同
じ
き
二
年
閏
七
月
下
　
　
　
相
伝
の
御
影
」
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
は
先
の
『
教
行
信
証
』
後
序
に
記
載
さ
れ

　
　
　
　
旬
第
九
日
、
真
影
の
銘
は
、
真
筆
を
も
つ
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
「
若
　
　
　
た
法
然
聖
人
真
影
の
銘
と
し
て
法
然
聖
人
自
身
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
銘
文
と
一

　
　
　
　

我成
仏
　
十
方
衆
生
　
称
我
名
号
　
下
至
十
声
　
若
不
生
者
　
不
取
正
覚
　
　
　
致
す
る
文
字
が
見
ら
れ
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
克
明
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
彼
仏
今
現
在
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
の
真
　
　
　
　
親
鷺
聖
人
は
、
法
然
聖
人
か
ら
『
選
択
集
』
を
預
か
っ
て
書
写
し
、
法
然
聖

9
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文
と
を
書
か
し
め
た
ま
ふ
。
（
中
略
）
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
は
、
禅
定
博
　
　
　
人
の
影
像
を
預
か
っ
て
模
写
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
法
然
聖
人
の
手
元



鮪

　　
に
は
、
門
弟
に
書
写
さ
せ
る
『
選
択
集
』
と
模
写
さ
ぜ
る
影
像
が
存
在
し
た
の
　
　
　
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
後
の
人
々
は
聖
教
と
ど
の
よ
う
に

　
　
であ
る
。
『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
の
は
、
弁
長
、
源
智
、
証
空
、
隆
　
　
　
か
か
わ
っ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　寛
、
幸
西
と
い
っ
た
各
師
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
教
義
を
理
解
し
て
い
な
い
者
　
　
　
　
親
鶯
聖
人
の
曾
孫
で
あ
る
覚
如
上
人
は
、
浄
土
教
門
流
に
お
け
る
親
驚
聖
入

　
　
が
教義
理
解
に
資
す
る
た
め
に
書
写
す
る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
教
義
を
　
　
　
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
『
報
恩
講
私
記
』
『
御
伝
鍍
』
『
拾
遺
古
徳
伝
』

　
　
理
解し
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
証
し
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
　
　
　
な
ど
諸
伝
記
を
作
り
、
『
口
伝
紗
』
や
『
改
邪
⑪
』
を
著
し
て
三
代
伝
持
の
血

　
　
然
聖入
と
の
師
弟
関
係
を
強
固
に
認
識
で
き
た
喜
び
の
伴
う
行
為
だ
っ
た
で
あ
　
　
　
脈
を
強
調
し
、
本
願
寺
教
団
の
確
立
に
尽
力
し
た
。
本
願
寺
の
第
三
代
と
位

　
　
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
づ
け
ら
れ
る
覚
如
上
人
の
活
動
に
つ
い
て
、
聖
教
に
か
か
わ
る
部
分
を
取
り

　
　
　
こ
こ
に
、
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
も
、
『
選
択
集
』
付
属
と
同
様
の
こ
と
　
　
　
あ
げ
て
み
る
と
、
撰
述
・
書
写
と
『
教
行
信
証
』
の
講
述
の
二
貞
に
注
目
し
た

　
　

が想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
建
長
七
　
　
　
い
。

　
　
（
一
二

五五
）
年
、
親
驚
聖
人
八
十
三
歳
の
と
き
、
「
安
城
の
御
影
」
と
呼
ば
　
　
　
　
ま
ず
、
撰
述
・
書
写
と
は
、
先
ほ
ど
の
諸
伝
記
や
著
述
の
制
作
で
あ
る
。
覚

　
　
れ
る
親
鶯
聖
人
の
影
像
が
描
か
れ
、
専
修
寺
所
蔵
の
十
字
の
名
号
本
尊
に
親
　
　
　
如
上
人
の
前
半
生
は
親
鶯
聖
人
の
伝
記
を
整
理
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
、
後

　
　
驚
聖
入
真
筆
の
銘
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
安
城
の
御
影
」
と
は
、
親
鶯
聖
人
　
　
　
半
生
は
『
ロ
伝
鉾
』
『
改
邪
鉾
』
『
執
持
鉾
』
『
願
願
⑨
』
な
ど
を
著
し
、
門
弟

　
　

八十
三
歳
の
と
き
の
寿
像
で
、
哺
く
、
ロ
笛
を
ふ
く
よ
う
な
表
情
で
描
か
れ
て
　
　
　
に
授
与
し
て
読
ま
せ
、
教
義
理
解
を
促
す
活
動
の
な
か
で
、
本
願
寺
の
立
場
を

　
　
い
る
こ
と
か
ら
「
哺
の
御
影
」
と
も
言
わ
れ
る
。
専
信
が
親
鷺
聖
人
か
ら
与
え
　
　
　
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
親
鶯
聖
人
の
撰
述
・
書
写
に
お
け
る
和
語
聖

　
　
ら
れ
三
河
安
城
に
伝
来
し
て
い
た
も
の
が
、
蓮
如
上
人
の
と
き
に
本
願
寺
で
模
　
　
　
教
・
書
写
聖
教
と
同
じ
役
割
で
あ
る
。

　
　
本を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
、
原
本
も
そ
の
後
に
本
願
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
、
　
　
　
　
一
方
、
『
教
行
信
証
』
の
講
述
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
応
長
元

　
　

模
本と
と
も
に
本
願
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
一
一
）
年
、
五
月
、
長
子
存
覚
上
人
と
一
緒
に
、
「
鏡
の
御
影
」
を
所
持

　
　
　
専
信
が

『教
行
信証
』
を
書
写
し
た
と
き
、
同
時
に
親
鷲
聖
人
の
影
像
を
模
　
　
　
し
北
陸
に
下
向
、
越
前
大
町
の
如
導
に
『
教
行
信
証
』
を
伝
授
し
て
い
る
．

　
　
写
し
、
親
驚
聖
入
が
銘
文
を
書
く
、
こ
の
よ
う
に
『
選
択
集
』
書
写
と
同
じ
こ
　
　
　
「
鏡
の
御
影
」
と
は
、
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
親
鷺
聖
人
の
絵
像
で
、
立
ち

　
　
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
で
描
か
れ
た
親
鷲
聖
人
の
姿
が
鏡
に
映
し
た
か
の
よ
う
に
繊
細
に
描
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
。
讃
銘
に
は
「
正
信
掲
」
の
文
が
覚
如
上
入
の
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　四
、
覚
如
上
人
に
お
け
る
聖
教
　
　
　
　
　
　
越
前
大
町
の
摺
髭
如
夫
の
門
弟
で
・
一
示
の
藷
門
籍
善
に
贅

　
　
　

親鷺
聖
人
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
聖
教
は
、
そ
れ
以
降
、
ど
の
　
　
　
を
受
け
、
越
前
国
大
町
に
移
っ
て
専
修
寺
を
開
い
た
と
い
う
。
三
門
徒
派
専
照



　
　
寺
で
は
開
基
を
如
道
（
導
）
と
し
て
い
る
。
す
で
に
関
東
・
東
海
で
は
高
田
系
　
　
　
こ
と
に
な
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　

の門
弟
が
活
動
を
し
て
お
り
、
京
都
・
中
国
地
方
に
は
仏
光
寺
系
の
門
弟
が
広

　
　
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。
覚
如
上
人
の
教
化
活
動
は
北
陸
へ
向
け
ら
れ
、
そ
の
な

　
　
か

に
・
こ
の
如
導
へ
の
毅
行
信
話
の
伝
授
が
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
五
蓬
戴
⊥
人
に
圭
け
る
童
拳

　
　
　
覚
如
上
人
は
、
『
教
行
信
証
』
の
講
述
、
す
な
わ
ち
訓
読
を
伝
授
し
、
師
弟
　
　
　
　
聖
教
に
対
す
る
見
方
の
さ
ら
な
る
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
の
が
、
本
願
寺
第

　
　
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
陸
へ
の
教
化
を
広
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
　
　
　
八
代
の
蓮
如
上
人
の
と
き
で
あ
る
。
教
団
を
爆
発
的
に
拡
大
さ
せ
た
そ
の
伝
道

　
　
の

折り
、
親
驚
聖
人
の
影
像
を
掛
け
、
親
鷲
聖
人
の
『
教
行
信
証
』
に
も
と
づ
　
　
　
活
動
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
蓮
如
上
人
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
人
間
的
魅
力

　
　

い
て
、
親
驚
聖
人
の
曾
孫
、
あ
る
い
は
そ
の
子
が
、
『
教
行
信
証
』
の
訓
読
を
　
　
　
や
政
治
的
な
先
見
だ
け
で
は
な
い
。
聖
教
に
対
す
る
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
大

　
　
伝
授
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
親
驚
聖
人
に
お
け
る
聖
教
に
お
い
て
、
『
教
行
信
証
』
は
特
別
な
意
味
合
い
　
　
　
　
蓮
如
上
人
は
、
長
禄
元
（
一
四
五
七
）
年
、
四
十
三
歳
で
本
願
寺
を
継
ぐ
以

　
　

があ
っ
た
。
書
写
を
許
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
師
弟
関
係
の
　
　
　
前
か
ら
、
多
数
の
聖
教
書
写
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
歴
代
宗
主
の
な
か
で
も

　
　
証
し
と
な
る
喜
び
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
覚
如
上
人
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
師
　
　
　
突
出
し
て
い
る
。
永
享
入
（
一
四
三
六
）
年
、
二
十
二
歳
の
と
き
、
京
都
金
宝

　
　
弟
関
係
の
証
し
か
ら
、
さ
ら
に
本
願
寺
と
の
関
係
を
結
ぶ
出
来
事
と
な
り
、
本
　
　
　
寺
教
俊
に
『
三
帖
和
讃
』
を
授
け
て
い
る
の
が
、
確
認
で
き
る
最
初
の
年
期
で

　
　
山
と
末
寺
と
の
関
係
が
確
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
言
え
る
の
で
あ
　
　
　
あ
る
。
以
降
、
多
数
の
聖
教
を
書
写
し
門
弟
に
与
え
、
あ
る
い
は
名
号
を
下
付

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
そ
れ
が
結
果
的
に
本
願
寺
の
興
隆
の
経
済
的
な
面
を
支
え
る
こ
と
に
も

　
　
　
存
覚
上
人
は
『
教
行
信
証
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
『
六
要
紗
』
を
撰
述
　
　
　
な
る
。
そ
の
生
涯
に
お
い
て
吉
崎
御
坊
、
大
坂
御
坊
、
山
科
本
願
寺
な
ど
を
建

　
　
し
て
い
る
が
、
野
洲
錦
織
寺
の
第
五
代
慈
観
に
『
六
要
紗
』
を
伝
授
し
て
い
　
　
　
立
、
整
備
す
る
だ
け
の
経
済
的
な
繁
栄
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底

　
　
る
。
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
の
訓
読
を
指
南
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
教
行
信
　
　
　
と
し
て
、
聖
教
書
写
の
目
的
は
や
は
り
教
義
を
理
解
す
る
た
め
、
蓮
如
上
人
の

　
　
証
』
の
講
述
・
伝
授
に
あ
た
る
。
慈
観
は
存
覚
上
人
の
第
七
子
で
、
明
徳
三
　
　
　
表
現
を
用
い
る
な
ら
、
信
心
獲
得
し
後
生
の
一
大
事
を
定
め
る
こ
と
に
あ
る
と

　
　

（
一
三
九
二
）
年
に
は
本
願
寺
第
五
代
緯
如
上
人
に
『
六
要
⑨
』
を
伝
授
し
て
　
　
　
言
え
る
。

　
　
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
と
き
か
ら
、
教
義
理
解
、
信
心
獲
得
、
往
生
浄
土
の

　
　
　
以
上

の
よ
う
に
、
親
驚
聖
入
の
威
光
を
受
け
継
ぐ
覚
如
上
人
・
存
覚
上
人
に
　
　
　
た
め
の
方
策
は
、
聖
教
書
写
か
ら
他
の
こ
と
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
寛
正

　
　
よ
る
『
教
行
信
証
』
の
講
述
に
よ
っ
て
、
本
願
寺
と
諸
寺
院
の
本
末
関
係
が
確
　
　
　
二
（
一
四
六
一
）
年
に
は
じ
め
て
書
か
れ
た
「
御
文
章
」
が
、
文
明
三

9
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定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
証
し
と
な
る
新
た
な
意
義
が
聖
教
に
見
出
さ
れ
る
　
　
　
く
一
四
七
一
）
年
の
吉
崎
移
住
頃
に
な
る
と
、
極
端
に
数
が
多
く
な
り
、
一
方



躍

　
　
で聖
教
書
写
が
減
る
の
で
あ
る
。
門
弟
に
授
与
し
、
読
ま
せ
る
こ
と
で
教
義
を
　
　
　
代
に
本
願
寺
が
興
隆
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ

　
　
理解
す
る
媒
体
は
、
聖
教
の
書
写
か
ら
「
御
文
章
」
へ
統
一
さ
れ
る
の
で
あ
　
　
　
を
契
機
に
聖
教
の
一
般
化
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
「
正
信

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偏
和
讃
」
の
勤
行
と
「
御
文
章
」
の
拝
読
は
、
浄
土
真
宗
の
教
化
に
お
い
て
重

　
　
　
こ
こ
に
、
聖
教
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
転
換
が
行
わ
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
　
　
　
要
な
意
味
を
持
ち
続
け
て
い
る
。

　
　

いて
、
「
御
文
章
」
に
よ
る
教
化
は
蓮
如
上
人
の
活
動
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

　
　と
∋
ヲ
ξ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
展
笑
き
な
意
味
を
も
つ
の
が
、
蓮
如
上
　
　
六
・
聖
教
の
開
版
と
蔵
版
の
制
定

　
　
人
に
よ
る
聖
教
の
開
版
で
あ
る
。

　
　
　文
明
五
（
一
四
七
三
）
年
、
蓮
如
上
人
は
五
十
九
歳
の
と
き
、
『
正
信
掲
和
　
　
　
　
聖
教
の
一
般
化
を
経
て
、
江
戸
時
代
に
は
聖
教
開
版
が
相
継
い
で
行
わ
れ
て

　
　
讃
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
書
写
で
は
な
く
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
印
刷
技
術
の
導
　
　
　
い
る
。
そ
の
他
の
一
般
的
な
書
物
同
様
、
印
刷
技
術
の
向
上
と
大
衆
文
化
の
発

　
　
入に
よ
っ
て
一
気
に
全
国
に
聖
教
が
広
ま
る
こ
と
に
な
る
。
本
願
寺
に
よ
つ
て
　
　
　
展
に
よ
っ
て
、
種
々
の
印
刷
物
が
世
間
に
流
通
す
る
流
れ
と
と
も
に
、
聖
教
も

　
　

聖教
が
版
木
に
お
こ
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
て
全
国
に
配
ら
れ
る
、
そ
の
最
初
で
あ
　
　
　
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
如
上
人
に
よ
る
『
正
信
偶
和
讃
』
の
開
版
か
ら
、
年
代
を
追
っ
て
見
て
い

　
　
　

「正信
偶
」
は
、
親
鶯
聖
人
の
主
著
『
教
行
信
証
』
「
行
文
類
」
末
尾
に
あ
る
　
　
　
く
と
、
文
明
五
（
一
四
七
三
）
年
、
蓮
如
上
入
に
よ
る
『
正
信
偏
和
讃
』
開

　
　
掲
頒
で
あ
り
、
『
教
行
信
証
』
の
内
容
を
凝
縮
し
た
一
節
で
あ
る
。
「
和
讃
」
と
　
　
　
版
、
天
文
六
く
一
五
三
七
∨
年
頃
、
本
願
寺
第
十
代
の
証
如
上
人
に
よ
る
『
御

　
　
は
、
和
語
で
仏
法
僧
の
三
宝
を
讃
嘆
す
る
七
五
調
の
詩
歌
の
こ
と
で
、
親
驚
聖
　
　
　
文
章
』
開
版
、
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
、
西
本
願
寺
第
十
二
代
と
な
る
准
如

　
　
入
に
は
四
句
一
首
の
和
讃
が
五
百
首
余
り
あ
る
。
そ
の
な
か
、
『
浄
土
和
讃
』
　
　
上
人
に
よ
る
『
浄
土
文
類
聚
⑨
』
刊
行
な
ど
が
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
聖
教
開

　
　

『
高
僧
和
讃
』
『
正
像
末
和
讃
』
の
「
三
帖
和
讃
」
は
和
語
の
『
教
行
信
証
』
と
　
　
　
版
へ
と
続
く
。

　
　
も
い
わ
れ
、
教
義
内
容
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
聖
　
　
　
　
江
戸
時
代
に
は
私
版
と
言
わ
れ
る
、
法
蔵
館
、
平
楽
寺
書
店
、
大
八
木
興
文

　
　

教
であ
る
。
こ
の
「
正
信
掲
」
と
「
和
讃
」
を
四
帖
一
部
と
し
て
、
声
に
出
し
　
　
　
堂
、
永
田
文
昌
堂
な
ど
現
在
も
続
く
町
の
書
店
に
よ
る
『
教
行
信
証
』
の
刊

　
　
て

味
わう
勤
行
に
定
め
た
の
が
蓮
如
上
人
で
あ
り
、
そ
れ
を
刊
行
し
た
の
で
あ
　
　
　
行
が
行
わ
れ
る
。
寛
永
十
三
（
一
六
三
六
）
隼
、
中
野
市
右
衛
門
、
『
教
行
信

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
』
を
刊
行
す
る
く
寛
永
版
『
教
行
信
証
』
と
呼
称
）
。
正
保
三
（
一
六
四
六
）

　
　
　
こ
の
よ
う
な
一
連
の
活
動
に
よ
っ
て
、
聖
教
が
普
及
し
て
入
々
の
生
活
に
浸
　
　
　
年
、
寛
永
版
『
教
行
信
証
』
を
改
訂
す
る
（
正
保
版
『
教
行
信
証
』
）
。
明
暦
三

　
　

透し
、
た
だ
身
近
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
「
御
文
章
」
に
よ
っ
て
教
義
を
学
　
　
　
（
一
六
五
七
）
年
、
丁
子
屋
九
郎
衛
門
、
『
教
行
信
証
』
を
刊
行
す
る
（
明
暦
版

　
　

ぶこ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
蓮
如
上
人
の
時
　
　
　
『
教
行
信
証
』
）
。
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
、
河
村
利
兵
衛
、
『
教
行
信
証
』
を



　
　
刊
行
す
る
（
寛
文
版
『
教
行
信
証
』
）
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
店
に
よ
る
　
　
　
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
俗
世
間
を
超
え

　
　
私
版
の
『
教
行
信
証
』
刊
行
は
、
聖
教
に
対
す
る
民
衆
の
関
心
が
存
在
し
て
い
　
　
　
る
価
値
を
発
揮
す
る
出
世
間
の
真
実
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
般
化
さ
れ
た
聖
教
が
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
、
今
度
　
　
　
　
入
々
に
受
け
取
ら
れ
読
ま
れ
る
、
す
な
わ
ち
一
般
化
し
て
こ
そ
、
威
力
を
発

　
　
は
大
衆
化
さ
れ
た
と
言
い
得
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揮
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
軽
薄
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
聖
典
と

　
　
　
そ
の
他
、
個
人
に
よ
る
聖
教
刊
行
も
見
ら
れ
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
、
　
　
　
し
て
の
正
し
い
あ
り
方
と
は
言
え
な
い
。
親
驚
聖
人
に
お
け
る
聖
教
の
見
方
の

　
　
京
都
の
慶
証
寺
玄
智
が
『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
を
校
刻
し
、
寛
政
十
一
　
　
　
な
か
に
、
書
写
の
目
的
と
し
て
教
義
理
解
に
資
す
る
た
め
の
も
の
も
あ
れ
ば
、

　
　

（
一
七

九九
）
年
、
大
坂
の
長
円
寺
崇
興
が
『
七
祖
聖
教
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
　
　
　
教
義
を
し
っ
か
り
と
心
得
た
上
で
の
『
選
択
集
』
や
『
教
行
信
証
』
と
い
う
も

　
　
　

以

上
を
承
け
て
、
本
願
寺
で
は
蔵
版
の
制
定
が
行
わ
れ
る
。
明
和
三
　
　
　
の
が
、
歴
然
と
区
別
さ
れ
た
な
か
で
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
広
く
普
及
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
あ

　
　

（
～七
六
六
）
年
、
『
真
宗
法
要
』
を
本
願
寺
蔵
版
と
し
て
刊
行
す
る
。
ま
た
、
　
　
　
一
般
化
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
世
俗
の
価
値
観
に
迎
合

　
　

す
で
に刊
行
さ
れ
て
い
た
私
版
の
『
教
行
信
証
』
や
「
浄
土
三
部
経
」
「
七
祖
　
　
　
し
な
い
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
聖
教
」
に
つ
い
て
、
版
木
を
本
願
寺
が
買
い
上
げ
て
蔵
版
化
し
て
い
る
。
安
永
　
　
　
　
古
い
形
態
か
ら
新
し
い
形
態
へ
変
化
す
る
と
き
、
閉
鎖
的
な
因
習
や
様
式
は

　
　

五

（
一七
七
六
）
年
、
明
暦
版
『
教
行
信
証
』
を
蔵
版
と
す
る
。
同
年
、
真
宗
　
　
　
い
か
に
民
衆
へ
開
放
さ
れ
て
近
代
化
す
る
か
と
い
う
問
題
を
、
浄
土
真
宗
に
お

　
　

大
谷
派
では
寛
永
版
『
教
行
信
証
』
を
蔵
版
と
す
る
。
文
化
入
く
一
入
一
一
）
　
　
　
い
て
考
え
る
と
き
、
聖
典
は
ど
の
よ
う
に
人
々
に
受
け
取
ら
れ
て
き
た
の
か
と

　
　
年
、
『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
を
蔵
版
『
校
点
浄
土
三
部
経
』
と
す
る
。
文
　
　
　
い
う
点
に
着
目
し
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
こ
に
は
、
親
鷲
聖
入
以
来
、
聖
典
と

　
　

政九
く
一
八
二
六
）
年
、
長
円
寺
所
蔵
『
七
祖
聖
教
』
版
木
を
本
願
寺
蔵
版
と
　
　
　
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
、
人
の
生
活
と
宗
教
的
真
理
と
い
う

　
　
す
る
、
な
ど
に
よ
り
、
私
版
の
聖
教
を
本
願
寺
蔵
版
と
し
、
権
威
・
正
統
を
保
　
　
　
乖
離
し
か
ね
な
い
両
者
が
と
も
に
お
互
い
を
成
り
立
た
せ
る
関
係
性
が
存
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ぼ

　
　

持し
た
聖
教
の
統
一
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
し
た
が
っ
て
、
聖
典
を
扱
う
場
合
に
は
、
聖
教
と
し
て
の
価
値
を
維
持
し
た

　
　
　
　
　
　七
・
む
す
び
　
　
　
　
　
　
　
　
蓑
並
．
及
す
る
努
力
の
積
み
薯
が
必
薯
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
つ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴史
と
意
義
を
窺
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
聖
典
の
大
切
さ
を

　
　
　

『浄
土真
宗
聖
典
（
註
釈
版
V
』
の
序
に
は
、
「
聖
典
は
万
人
に
読
ま
れ
、
領
　
　
　
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
教
団
の
近
代
化
に
お
け
る
法
整

　
　

解さ
れ
て
こ
そ
、
万
人
の
法
財
と
な
り
、
光
と
な
り
ま
す
」
と
い
う
大
谷
光
真
　
　
　
備
に
お
い
て
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
「
宗
制
」
で
の
「
聖
典
」
「
聖
教
」
の

　
　
門
主
（
昭
和
六
十
三
年
当
時
）
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
聖
典
、
聖
教
は
　
　
　
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
明
治
以
降
の
寺
法
・

翻

　
人
々
に
受
け
取
ら
れ
読
ま
れ
て
こ
そ
、
人
々
の
宝
と
な
り
、
人
々
を
導
く
光
と
　
　
　
宗
法
・
宗
制
の
制
定
で
は
、
教
団
の
組
織
・
運
営
を
定
め
る
組
織
規
範
と
、
教



W　
　義
・
教
典
を
定
め
る
宗
憲
的
な
内
容
と
を
ど
の
よ
う
な
呼
称
で
定
め
、
扱
う
か
　
　
　
　
＊
6
　
三
蒔
の
教
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
般
浬
繋
の
時
代
を
勘
ふ
る
に
、
周
の
第
五
の
主
、

　
　
　に、
当
時
の
関
係
者
の
努
力
と
苦
悩
が
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
団
体
　
　
　
　
　
　
穆
王
五
＋
三
年
壬
申
に
当
れ
り
。
そ
の
壬
申
よ
り
わ
が
元
仁
元
年
元
仁
と
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
河
院
、
誰
茂
仁
の
聖
代
な
り
　
甲
申
に
至
る
ま
で
、
二
千
一
百
七
十
三
歳
な
り
」

　
　
　
も
社
会
の
中
に
存
在
す
る
以
上
、
社
会
的
な
法
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
ず
、
入
　
　
　
　
　
　
（
『
教
行
信
壼
化
身
土
文
類
・
聖
道
釈
・
ぽ
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）
』
四
一
七

　
　
　と
宗
教
の
か
か
わ
り
方
は
常
に
柔
軟
で
あ
り
、
か
つ
軸
と
な
る
も
の
が
明
確
で
　
　
　
　
　
　
頁
）

　
　
　な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
7
専
修
寺
蔵
国
宝
本
『
浄
土
和
讃
』
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
奥
書
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
8
　
岩
手
県
本
誓
寺
蔵
『
唯
信
⑨
文
意
』
奥
書
、
専
修
寺
蔵
『
浄
土
文
類
聚
紗
』
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　書
、
茨
城
県
聖
徳
寺
蔵
「
入
出
二
門
偏
頒
』
奥
書
、
福
井
県
法
雲
寺
旧
蔵
『
尊
号

　
　
　
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
像
銘
文
』
（
略
本
）
奥
書
、
西
本
願
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
（
略
本
∨
奥

　
　　
　
＊
1
　
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
一
日
発
布
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
、
平
成
十
九
　
　
　
　
　
　
　
書
、
専
修
寺
蔵
『
愚
禿
勤
』
奥
書
、
京
都
府
常
楽
寺
蔵
『
愚
禿
⑨
』
奥
書
、
専
修

　
　
　
　
　
　
年
十
一
月
二
十
八
日
改
正
の
現
行
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
制
」
で
は
、
第
二
　
　
　
　
　
　
寺
蔵
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
奥
書
、
東
本
願
寺
蔵
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
奥
書
、

　
　
　
　
　
　
章
「
聖
教
」
に
お
い
て
本
宗
門
の
聖
教
を
、
一
、
浄
土
三
部
経
、
二
、
七
高
僧
の
撰
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
上
宮
寺
蔵
『
往
相
回
向
還
相
回
向
文
類
（
如
来
二
種
回
向
文
）
』
奥
書
、
東

　
　
　
　
　
　
述
、
三
、
宗
祖
の
撰
述
、
そ
の
他
、
宗
祖
の
教
え
を
伝
承
し
た
覚
如
の
撰
述
、
蓮
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
蔵
＝
念
多
念
文
意
』
奥
書
、
専
修
寺
蔵
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
広
本
）
奥

　
　
　
　
　
　
如
の
御
文
章
等
、
並
び
に
宗
祖
や
蓮
如
が
敬
重
さ
れ
た
典
籍
は
聖
教
に
準
ず
る
、
　
　
　
　
　
　
　
書
、
専
修
寺
蔵
門
正
像
末
法
和
讃
』
奥
書
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
と
定
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
9
　
文
明
五
年
蓮
如
上
人
開
版
本
奥
書
に
よ
る
。

　
　　
　
＊
2
　
平
成
十
七
年
か
ら
平
成
三
十
年
の
編
纂
予
定
。
第
一
巻
「
三
経
七
祖
篇
」
、
第
二
巻
　
　
　
　
＊
1
0
　
本
願
寺
蔵
『
唯
信
⑨
』
奥
書
、
専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
』
奥
書
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　

「宗
祖
篇
上
」
第
三
巻
「
宗
祖
篇
下
」
、
第
四
巻
「
相
伝
篇
上
」
、
第
五
巻
「
相
伝
篇
　
　
　
　
＊
1
1
　
専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
』
（
平
仮
名
本
〉
奥
書
、
大
阪
府
真
宗
寺
蔵
『
唯
信
紗
㎞
奥

　
　
　
　
　
　
下
」
、
第
六
巻
「
補
遺
篇
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
、
京
都
府
常
楽
寺
蔵
『
唯
信
紗
』
奥
書
、
専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
』
奥
書
、
滋
賀

　
　　
　
＊
3
　
昭
和
六
十
三
年
、
初
版
刊
行
。
平
成
十
六
年
、
第
二
版
刊
行
。
第
二
期
宗
門
発
展
　
　
　
　
　
　
　
　
県
真
念
寺
蔵
『
唯
信
紗
』
奥
書
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　

計画
の
一
つ
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
に
開
始
さ
れ
た
浄
土
真
宗
聖
典
編
纂
事
業
に
　
　
　
　
＊
1
2
　
大
谷
大
学
蔵
『
自
力
他
力
事
』
奥
書
、
真
宗
法
要
本
『
後
世
物
語
聞
書
』
校
異
、

　
　
　
　
　
　
よ
る
刊
行
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
大
学
蔵
三
念
多
念
分
別
事
』
奥
書
、
大
阪
府
光
徳
寺
蔵
三
念
多
念
分
別

　
　　
　
＊
4
　
親
驚
聖
人
お
よ
び
歴
代
宗
主
な
ど
が
著
し
た
和
語
の
聖
教
な
ど
三
十
九
部
を
収
　
　
　
　
　
　
　
事
⊆
奥
書
に
ょ
る
。

　
　
　
　
　
　
め
、
本
願
寺
派
で
依
用
さ
れ
た
。
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
法
如
上
人
、
文
　
　
　
　
＊
1
3
　
乎
仮
名
で
書
か
れ
た
一
本
と
は
註
＊
1
1
記
載
の
、
親
鴛
聖
入
六
十
三
歳
書
写
の
専

　
　
　
　
　
　
如
上
人
の
命
に
よ
り
泰
巌
、
僧
撲
ら
が
編
纂
に
あ
た
り
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
　
　
　
　
　
　
　
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
』
（
平
仮
名
本
∀
の
こ
と
。
親
鴛
聖
人
は
こ
の
頃
約
二
十
年
家
族

　
　
　
　
　
　

に

完成
、
翌
年
刊
行
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
も
に
滞
在
し
た
関
東
を
離
れ
、
帰
洛
し
て
い
る
。
念
仏
者
の
な
か
の
女
性
、

　
　　
　
＊
5
　
『
真
宗
法
要
』
に
収
め
る
三
十
九
部
の
典
籍
の
資
料
を
集
大
成
し
た
書
。
文
化
八
　
　
　
　
　
　
　
尼
僧
と
し
て
最
も
身
近
な
一
人
で
あ
る
内
室
の
恵
信
尼
公
は
、
こ
の
後
、
越
後
で

　
　
　
　
　
　

二

八＝
）
年
ま
で
に
豊
後
の
霊
範
、
石
見
の
仰
誓
・
履
善
、
備
後
の
大
慶
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
す
こ
と
と
な
り
、
親
鷺
聖
人
と
離
れ
て
晩
年
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
に
よ
り
集
成
・
補
訂
さ
れ
た
も
の
を
承
け
て
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
二
月
、
　
　
　
　
＊
1
4
　
親
驚
聖
人
の
撰
述
の
な
か
、
一
に
和
語
聖
教
（
他
師
の
書
写
を
含
む
）
、
二
に
『
教

　
　
　
　
　
　

本山
よ
り
近
江
覚
成
寺
の
超
然
に
命
じ
て
校
補
が
行
わ
れ
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
　
　
　
　
　
　
　
行
信
証
』
と
し
て
論
を
進
め
、
『
教
行
信
証
』
以
外
の
漢
語
聖
教
に
つ
い
て
は
こ
こ

　
　
　
　
　
　
年
に
完
成
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
『
入
出
二
門
偏
頒
』
は
偏
煩
と
し
て
の
意
義
、



　
　　
『
愚
禿
紗
』
は
研
究
ノ
ー
ト
的
な
意
義
、
『
浄
土
文
類
聚
㊤
』
は
『
教
行
信
証
』
と

　
　　
の
広
略
の
意
義
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
。

＊
1
5
　
『
教
行
信
証
』
後
序
、
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
∀
』
四
七
二
頁
。

＊
1
6
　
親
鴛
聖
人
五
〇
〇
回
忌
の
記
念
事
業
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
和
語
の
聖
教
を
集
め
た

　
　　
も
の
。
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
法
如
上
人
、
文
如
上
人
の
命
に
よ
り
泰

　
　
　巌
、
僧
撲
ら
が
編
纂
に
あ
た
り
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
完
成
、
翌
年
刊
行
さ

　
　　
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
依
用
の
和
語
聖
教
が
確
定
さ
れ
た
。

＊
1
7
　
蔵
版
と
し
て
制
定
さ
れ
た
聖
教
は
「
龍
谷
山
」
の
印
に
よ
っ
て
、
精
査
さ
れ
定
め

　
　　
ら
れ
た
聖
教
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
正
確
さ
を
確
保
し
て
い
る
。

瑚


